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踊眼部結核症を有する家兎に ｢ツベルクリン｣を打三

射して起る病巣反応が静注の場合より皮下又は皮内注

射の場合が遥かに強く発現するのは｢ツベルクリン｣が

光づ組織細胞と反応した後に病巣に作用するためでは

ないかと考えて結核感作家兎の腹臆内に流動 ｢パラフ

ィ ン｣を注入して細胞を採取し,之と｢ツベルク1)ソ｣

とをなるべく生体内に近い状態で接触させた後,冥験

家兎の静脈内に注射した所強い病巣反応を発現せしめ

得た.この作用は腹腔内細胞単独では現われず,叉正

常家兎腹腔内細胞と ｢ツベルクリン｣とを按触させた

場合にも現われなかった.

第 1章 緒 言

第 1編に於て著者は前眼部結核症を有する家

兎の角膜及び虹彩の血管の態度に特 に 着 目 し

て,｢ツベルク リン｣(以下 ｢ツ｣ と略記)の各

種の量を静脈内,皮下及び皮内に注射 した場合

の病巣の反応を観察 した結果,皮下及び皮内に

注射 した場合に比較 して静脈内に注射 した場合

には相当に大量の ｢ツ｣を使用 しないと病巣反

応が惹起 され難い事 を実験的に認めたのである

が,其成績か ら著者は ｢ツ｣による病巣反応が

発現する場合,結核隈患個体に注射された｢ツ｣

がそのままの形で直接病巣に運ばれて反応を惹

起するのではなく,皮下乃至皮内に注射 された

｢ツ｣が先づ生鉢の組織細胞と何等かの形で反

応 した後に,二次的に病巣反応を惹起するので

はなかろ うか と考えて,此点に就ての実験的検

討を企てた次第である｡即ち本編に於て報告す

る実験は ｢ツ｣病巣反応発現に対 して生体の細

胞が どの様に関与するかを見る為に,あ らか じ

め ｢ツ｣ と,宗封亥感染家兎及び正常家兎の腹艦

守 中

内よ り無菌的に採取 した細胞 とを invitroで

37oC,24時間混和接触せ しめた上で,羊の各種

の量を実験家兎の静脈内に注射 し,その影響を

｢ツ｣単独の場合及び腰艦内細胞単独の場 合と

比較観察を行った｡叉同時に腹艦内細胞と接触

せ しめた後の ｢ツ｣を実験家兎の皮内に注射 し

て力価を検討 したので其成績についても併せて

報昔する｡

第2章 実 験 方 法

体重 2.5瓦上前後の白色赤 目の家兎を選び 第 1

編にて述べた と同様に人塾結核菌H｡7Rγ株 0.01

mg を以て右大腿部に感作接碇 し, 約 4週後同

じ H｡7Rv 株凡そ 0.002mgを右眼前房内に按櫨

し,7-10日後反応性炎症が消槌すると共に徐々

に進展 して来る前眼部の結核性病巣が中等度の

変化,即ち挿頭1) の前眼部結核病変指数で凡そ

第 3度前後に達 して病状が比較的安定 した時期

か ら実験を開始 した｡ 供試 した細胞は Chase2)

等或は Schmid3)等が ｢ツベル ク リン･ア レルギ

ー｣の受身伝達の実験に際 して用いたプバ去を利

用 して,結核感染家兎及び正常表見の腹艦内に

滅菌流動 ｢パラフィン｣100-150ccを注入 し48

時間後に屠殺 し開腹 して成る可 く無菌的に腹艦

内を却温 ｢リンゲル｣氏液で洗推 し乍 ら腹艦内

の細胞浮薄液を吸引 し, 37oCの鮮卵器中 で約

1時間放置 して流動 ｢パ ラフィン｣を上層に分

離せ しめ,残った細胞浮潰層 を ｢リンゲル｣氏

液にて遠沈洗源 した後に,適当な濃度の細胞浮

溶液 として使用 した｡著者の実験条件に於て採

取 された家兎の股握内細胞の分類は第 1表の如
くで KourilskyetDecroixi)の海異の場合に於
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第 1表 腹 腔 内 翻 胞

家兎腹腔内細胞 (流動パラフィン 48時間)

(日放 2例)

A I B

Lymphoz y ten

NeutrophileLeukozy ten

Monozyten

Plasmazellen

Phagozyten

38.0%

20.0%

29.5%

2.5%

10.0%

海涙腺艦内細胞 (流動パラフィン 48時間)

(KourilskyetDecroix)

Polynuclaires

Lympt10CyteSgrandesetpetitis

Monocytes

Grandescellesmacrophagiques

Plasmocytes

Cellulesendotheliales

20-25%

30-35%

4.- 6%

28-35%

8.-12%

10-15%

けるそれ と大体近い値を示 して居る｡旧 ｢ツ｣

稀釈液 と接触させる場合には此の細胞浮溶液 1

容 と例えば50倍旧 ｢ツ｣液 1容 とを混合 し時々

振塗 し乍 ら37oCで24時間放置 した後, この液

の旧 ｢ツ｣濃度を 100倍稀釈のもの としてその

まま,或は夏に遠沈して上清 と沈痘 とを分けて

供試 した｡尚此際の細胞濃度に関 しては細胞浮

淋液にて20,000-30,000/mm3個の細胞を含有す

る様に調製 した.この腹艦内細胞混合｢ツ｣を用

いて前肢部結核症に於ける角膜及び虹彩の病巣

の血管の反応を検査 しその充血の度合を内藤式

手持細隙燈検眼鏡により精密に観察 した｡叉充

血の畳的計測には第 1編 (第 1表)に述べた如

京大桔研紀要 第 7巻 第 2号

く5段階に分けて僅徴な変化か ら高度の充血迄

を階段的に表現 しようと試みた｡

皮内反応に就てほ実験家兎の背側 4ヶ所を脱

毛 し其皮内に旧 ｢ツ｣液 と感作家兎腹腔内細胞

加 ｢ツ｣液を交叉して2ヶ所宛注射 し48時間後

に於ける発赤を計測 した｡殆んど常に硬結を伴

って居るが硬結は正確な計測が困難である為発

赤径のみを検査の対象 とした｡細胞加 ｢ツ｣液

をそのまま皮内注射すると皮内反応の判窪に正

確を期 し難いので遠沈 してその上酒 を 使 用 し

た ｡

第 3章 実 験 成 績

前限部結核症を有す る呉験家兎の静脈内に旧

｢ツ｣液を単独で注射 した場合は第 1編に述べ

た如 くかな り高濃度の旧 ｢ツ｣液を用いないと

前肢部病巣血管の充血が認め られないのに反 し

て,結核感染家兎の腹腔内細胞と 37oC で24時

間接触せ しめた後の細胞添加旧 ｢ツ｣液を同様

に実験家兎の静脈内に注射 した成績を総括する

と第 2表に示す如 く,旧 ｢ツ｣単独の場合 と異

な り細胞添加 ｢ツ｣を静注 した場合は 100倍液

1.0ccの量で非常に強い病巣反応を認め 1,000倍

液 1.0ccの低濃度の畳でも明らかな病巣反応の

発現を観察する事が出来た｡

旧 ｢ツ｣と摂触させた後の細胞を鏡検すると

かな り高率に細胞の崩壊 (Cytolysis)5)が観察さ

れた｡之は勿論接触させた際の旧 ｢ツ｣の濃度

も関係する のであろ うと考えられるが, 所 謂

Tuberculin-cytolysisの現象が認め られる様であ

る｡

第 2表 柄 巣 反 応 の 成 績

時 間
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前述の呉験 と同時に対照 として腹腔内細胞浮

瀞液のみを同様に静脈内に注射 して観察 したが

第 3表に示す如く何等の反応も認めなかったO

此の場合に注射された細胞量は旧 ｢ツ｣ と接触

させた後の細胞含有量 と略同量であった｡

又以上の実験に使用 した腹月室内細胞は何れ も

結核感染家兎より採集したものであったが,結

核未感染の正常家兎か ら採取 した腹腔内細胞浮

沸液を用いて同様な操作で旧 ｢ツ｣ と接触させ

たものに就て全 く同様な検索を 試 み た 所,旧

｢ツ｣ として 1,000倍液 1.0ccの竃で病巣反応

は殆んど認め られず結核感染家兎の腹′瞳内細胞

を用いた場合の旧 ｢ツ｣として同量の静脈内注

射による成績 と比較 して粁粥な差のある事を認

めた｡(第 4表)

更に感作家兎よりの細胞添加 ｢ツ｣1,000倍稀

釈のものに就て毎分 3,000回転 5分間の遠心操

作によって上清 と沈痘 とに分ち,其の各々に就

て同様の実験を行った結果は第 5表の如 く,上

清 1.0ccの静脈内注射では病巣反応が細胞混合

液の場合 と同様に発現するのが観察されたが,

沈睦を ｢リンゲル｣氏液で 2-3回遠沈洗源 し

た後に, ｢リンゲル｣氏液浮溶液 として同様に

実験を試みた成績によると殆んど前眼郡病巣に

第 3表 腹艦内細胞静注時の反応

第 4表 正常家兎腹腔内細胞加 ｢ツ｣液

静注時の反応
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何等の反応をも認めなかった｡

感作家兎よりの細胞添加 ｢ツ｣100倍液の 上

清 0.1ccによる皮内反応は旧｢ツ｣100倍液0.1cc

を対照 として同時に注射 しながら結核感染家兎

群 (第 6表) と禾感染家兎群 (第 7表) とに実

施 した｡各種 ｢ツ｣共に一郭につき2ヶ所宛皮

内注射 した結果は細胞加 ｢ツ｣ と旧 ｢ツ｣の問

に殆んど差を認めなかった｡

第 4章 総 括 並 に考 接

以上に述べた実験成績を総括すると,｢ツ｣に

よる結核の病巣反応を矧険家兎の前限部結核病

巣を対象として特にその血管の充血を指標 とし

て観察 した浩黒,第 1編に述べた如 く ｢ツ｣を

単独で実験家兎の静脈内に注射 した場合にはか

な り大量を用いないと病巣に於ける血管 の充血

第 6表 感作家兎 rツ｣皮内反応

家兎番号 ゝ旧｢ツJfi'内反応 圭細胞加｢ツ｣皮内反応

8×8
8×8

15×14
17×15

10×10
10×10

10×12
13×12

5×5
5×5

21×18
17×16

11×11
10×10

16×12
13×13

第 7表 未感作家兎 ｢ヅ｣皮内反応

家兎番号 F旧｢ヅ｣皮内反応 1細胞加｢ツ｣皮内反応

第 5 表 上清及び沈漆を静注 した時の反応
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は認め られないのに反 して,結核家兎の腹腔内

か ら無菌的に採取 した細胞の浮溶液 と ｢ツ｣ と

を予め invitroで生体内に成可く近い条件で混

和接触させた後に,実験家兎の静脈内に注射す

ると ｢ツ｣単独の場合に比べて遥かに少い量で

病巣血管の充血を来す事を認めたのである｡叉

｢ツ｣ と頗艦内細胞とを混和接触させた後,之

を遠心沈澱 して上淫と沈連 とに分けてこの両者

について別々に同様な観察を試みた結果沈直で

はこの様な反応は見 られず,上澄では上に観察

したと殆んど同じ程度の病巣血管の充血が見 ら

れる事を知った｡

正常家兎の腹腔か ら採取 した細胞浮薄液を用

いて同様な操作を練返 したが反応は見 られなか

った｡此際,｢ツ｣が極 く高濃度の場合を除いて

細胞の崩壊 (Cytolysis)は極 く軽度に見 られた

に過ぎないC叉,結核家兎.正常家兎の何れか

ら採取 した細胞浮滞液でも単独ではこの様な反

応を惹起 しない事をも確めている｡以上の実験

成績か ら,著者等の実験方法による結核病巣の

｢ツ｣による病巣反応の発現に関 しては確かに

被感作生体の細胞が関与していると考えられ,

その発現磯作に関 して一つの手がか りが得 られ

たものと考えられる｡

本実験に於て同時に ｢ツ｣による 細 胞 崩 壊

(Cytotysis)の現象が観察されたが,この Cyto-

1ysisが特異性のものであるか どうかは其 際 の

｢ツ｣濃度,細胞をとり扱 う条件等にも関係す

京大結研紀要 第 7巻 第 2号

ると思われるので簡単には論 じ難い 問 題 であ

る｡従ってこれと病巣反応発現 との間の関連に

就ても現在の段階では直ちに決窪的な意見を述

べ難いと考えている｡

第 5章 結 語

家兎の前肢部結核病巣の病巣反応に関 して結

核感染家兎の腹腔内細胞と前 もって作用させた

｢ツ｣液は ｢ツ｣単独より遥かに強力な作用を

示 した｡ この作用は細胞添加 ｢ツ｣液の中で液

性分の中に含まれて居 り,未感染家兎か らの細

胞添加 ｢ツ｣では之の作用は現われて来なかっ

た｡

感作家兎の細胞添加 ｢ツ｣の皮内反応活性は

｢ツ｣単独 と大差無かった｡

(潤筆に当って前川助教授の御懇切なる御援助に深

謝する)
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